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(57)【要約】
【課題】脈動を生じ難い構成を有すると共に、外歯歯車
の端面とハウジングとの間の焼き付きを防止した内接歯
車ポンプを提供する。
【解決手段】内接歯車ポンプ１は入力軸４０を有し、入
力軸４０は、外歯歯車２０の回転軸２２，２３と同軸に
配設され、ハウジング２に設けられたベアリング１５に
よって回転自在に支持されるとともに、一方端が外歯歯
車２０の一方の回転軸２３に接続され、他方端が駆動モ
ータに接続される。外歯歯車２０の歯車部２１及び回転
軸２２，２３は一体成形される。入力軸４０の接続側端
部は、その軸線方向に形成され且つその軸端面に開口す
る係合穴４１を有し、回転軸２３の接続側端部は係合穴
４１に挿入される係合軸２３ａとなっている。入力軸４
０及び回転軸２３は、係合穴４１に係合軸２３ａが挿入
された状態で相互に接続されて一体的に回転する。一方
、回転軸２３は入力軸４０に対して軸方向に移動可能に
なっている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に歯部が形成される歯車部、及びこの歯車部の両端面の中心部に、該両端面から
中心軸に沿ってそれぞれ外方に延設された回転軸を備える外歯歯車と、
　内周面に歯部が形成された環状の内歯歯車と、
　前記外歯歯車及び内歯歯車を、その前記歯部の一部が相互に噛み合った状態で収容する
ハウジングと、
　前記ハウジング内で、前記外歯歯車の両回転軸をそれぞれ回転自在に支持する軸受とを
備えた内接歯車ポンプであって、
　前記外歯歯車の回転軸と同軸に配設され、前記軸受とは別に前記ハウジングに設けられ
た軸受によって回転自在に支持されるとともに、その一方端が前記外歯歯車の一方の回転
軸に接続され、他方端が駆動モータに接続される入力軸を備え、
　前記外歯歯車は、その歯車部及び両回転軸が一体成形されており、
　更に、前記入力軸及びこれに接続される回転軸の内の一方の接続側端部は、その軸線方
向に形成され且つその軸端面に開口する係合穴を有し、他方の接続側端部は前記係合穴に
挿入される係合軸に形成され、
　前記入力軸及びこれに接続される回転軸は、前記係合穴に前記係合軸が挿入された状態
で相互に接続されて一体的に回転する一方、該回転軸は前記入力軸に対して軸方向に移動
可能になっていることを特徴とする内接歯車ポンプ。
【請求項２】
　前記係合穴は、その内周面にスプライン歯形が形成されたスプライン穴であり、
　前記係合軸は、その外周面にスプライン歯形が形成されたスプライン軸であり、
　前記係合穴と前記係合軸はスプライン結合によって係合するように構成されていること
を特徴とする請求項１記載の内接歯車ポンプ。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、歯部の一部が相互に噛み合う外歯歯車及び内歯歯車を備えた内接歯車ポンプ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前記内接歯車ポンプとして、従来、例えば、下記特許文献１に開示されたものが知られ
ている。この内接歯車ポンプは、一体成形されたピニオンギヤ（外歯歯車）及び駆動軸と
、ピニオンギヤに外嵌されたリングギヤ（内歯歯車）と、ピニオンギヤ及びリングギヤを
収容するフロント側取付体及びエンド側取付体（ハウジング）と、このフロント側取付体
及びエンド側取付体のそれぞれに設けられて前記駆動軸を回転自在に支持する前部ベアリ
ング及び後部ベアリングとから構成される。
【０００３】
　ピニオンギヤは外周に歯部を備え、一方、リングギヤはピニオンギヤの外径よりも大き
い内径を有するとともに、その内周に歯部を備えており、これらピニオンギヤ及びリング
ギヤは、その一部が噛合した状態で前記エンド側取付体の収容室内に収容され、当該収容
室の開口部が前記フロント側取付体によって閉塞されている。また、ピニオンギヤには、
駆動軸との境界部分に、一側面から他側面に貫通する小孔が穿設されている。
【０００４】
　斯くして、この内接歯車ポンプによれば、前記収容室内に収容されたピニオンギヤが、
外力により、例えば、前部ベアリング側に移動して、当該ピニオンギヤの端面がフロント
側取付体に押し付けられても、前記小孔を介して後部ベアリング側から前部ベアリング側
に作動油が供給されるので、この作動油によって当該前部ベアリングの焼き付きが防止さ
れる。逆に、ピニオンギヤが後部ベアリング側に移動して、ピニオンギヤの端面がエンド
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側取付体に押し付けられても、前記小孔を介して前部ベアリング側から後部ベアリング側
に作動油が供給され、この作動油によって当該後部ベアリングの焼き付きが防止される。
【０００５】
　このように、この従来の内接歯車ポンプによれば、前記小孔の作用によって、前部ベア
リング及び後部ベアリングの焼き付きが防止されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実願昭６２－１６７０７６号（実開平１－７１１８５号）のマイクロフィ
ルム
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、ピニオンギヤと駆動軸とを一体成形した上記従来の内接歯車ポンプは、ピニ
オンギヤと駆動軸とを別々に設けた態様と違って、ピニオンギヤと駆動軸との間における
回転方向のガタツキが存在しないため、ピニオンギヤの回転（言い換えれば、作動油）に
脈動を生じ難いという利点を備えている。
【０００８】
　しかしながら、その一方で、ピニオンギヤ及び駆動軸を一体成形によって形成すると、
これらが軸方向に移動する際には、当該ピニオンギヤ及び駆動軸が一体として移動するこ
とになるため、ハウジング内における駆動軸の拘束の程度によっては、これらの軸方向へ
の自由な移動が制約されることになり、このため、上記従来の内接歯車ポンプでは、ピニ
オンギヤの端面とフロント側取付体及びエンド側取付体との間で焼き付きを生じ易いとい
う問題があった。
【０００９】
　例えば、上述したように、何らかの外力によって、一旦、ピニオンギヤ及び駆動軸が前
部ベアリング側に移動して、当該ピニオンギヤの端面がフロント側取付体に押し付けられ
ると、このまま継続してピニオンギヤがフロント側取付体に押し付けられることになるた
め、当該ピニオンギヤの端面とフロント側取付体との間で焼き付きを生じるのである。ま
た、逆に、ピニオンギヤの端面がエンド側取付体に押し付けられると、当該ピニオンギヤ
の端面とエンド側取付体との間で焼き付きを生じる。
【００１０】
　また、内接歯車ポンプの組立状態において、ピニオンギヤがフロント側取付体に当接し
た状態で組み立てられると、運転当初から、ピニオンギヤの端面がフロント側取付体に押
し付けられることになって両者間に焼き付きを生じ、逆に、ピニオンギヤがエンド側取付
体に当接した状態で組み立てられると、ピニオンギヤの端面とエンド側取付体との間で焼
き付きを生じる。
【００１１】
　特に、近年では、当該分野における要請から、より高圧の作動油を出力することができ
るポンプ、即ち、高圧ポンプの開発が進められており、このような高圧ポンプでは、より
高い圧力でピニオンギヤが押圧されるため、フロント側取付体やエンド側取付体との間で
焼き付きを生じ易い。
【００１２】
　本考案は以上の実情に鑑みなされたものであって、従来と同様、脈動を生じ難い構成で
ありながら、外歯歯車の端面とハウジングとの間で焼き付きを生じ難い内接歯車ポンプの
提供を、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するための本考案は、
　外周面に歯部が形成される歯車部、及びこの歯車部の両端面の中心部に、該両端面から
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中心軸に沿ってそれぞれ外方に延設された回転軸を備える外歯歯車と、
　内周面に歯部が形成された環状の内歯歯車と、
　前記外歯歯車及び内歯歯車を、その前記歯部の一部が相互に噛み合った状態で収容する
ハウジングと、
　前記ハウジング内で、前記外歯歯車の両回転軸をそれぞれ回転自在に支持する軸受とを
備えた内接歯車ポンプであって、
　前記外歯歯車の回転軸と同軸に配設され、前記軸受とは別に前記ハウジングに設けられ
た軸受によって回転自在に支持されるとともに、その一方端が前記外歯歯車の一方の回転
軸に接続され、他方端が駆動モータに接続される入力軸を備え、
　前記外歯歯車は、その前記歯車部及び両回転軸が一体成形されており、
　更に、前記入力軸及びこれに接続される回転軸の内の一方の接続側端部は、その軸線方
向に形成され且つその軸端面に開口する係合穴を有し、他方の接続側端部は前記係合穴に
挿入される係合軸に形成され、
　前記入力軸及びこれに接続される回転軸は、前記係合穴に前記係合軸が挿入された状態
で相互に接続されて一体的に回転する一方、該回転軸は前記入力軸に対して軸方向に移動
可能になった内接歯車ポンプに係る。
【００１４】
　この内接歯車ポンプによれば、前記入力軸に接続された駆動モータによって当該入力軸
が駆動され、この入力軸に接続された外歯歯車が入力軸とともに回転し、また、外歯歯車
と噛合した内歯歯車が当該外歯歯車の回転によって回転する。
【００１５】
　そして、この内接歯車ポンプでは、前記外歯歯車の歯車部及び両回転軸が一体成形され
ていることから、歯車部と両回転軸との間における回転方向のガタツキが存在しないため
、当該歯車部の回転（言い換えれば、作動油）に脈動が生じ難いものとなっている。
【００１６】
　また、前記入力軸及びこれに接続される回転軸は、前記係合穴に前記係合軸が挿入され
た状態で相互に接続され、当該回転軸は入力軸に対して軸方向に移動可能、即ち、一体成
形された前記歯車部及び両回転軸（外歯歯車）が入力軸に対して軸方向に移動可能になっ
ている。
【００１７】
　したがって、例えば、前記駆動モータを介し前記入力軸に外力が作用して、当該入力軸
が軸方向に移動する事態に至っても、外歯歯車の回転軸は入力軸に対して軸方向に移動可
能になっているので、この外力の影響を受けて外歯歯車が軸方向に移動するといったこと
は生じない。斯くして、このような外力が入力されても、歯車部の端面がハウジングの内
端面に摺接するといった現象は起こり難く、このため、このような外力によって、歯車部
の端面とハウジングの内端面との間で焼き付きが生じる虞は殆ど無い。
【００１８】
　一方、前記駆動モータ以外の何らかの外力によって、外歯歯車がその軸方向に移動する
ことは否定できないが、この場合に、外歯歯車の歯車部端面がハウジング内端面に摺接す
る事態に至っても、一体成形された前記歯車部及び両回転軸は軸方向に移動可能であるの
で、摺接した後、反力などによりこれらが反対側に移動することによって当該摺接が解消
され、これにより歯車部の端面とハウジングの内端面との間において焼き付きが生じるの
が防止される。
【００１９】
　また、当該内接歯車ポンプの組立状態において、一体成形された前記歯車部及び両回転
軸が軸方向の一方側に偏った状態で組み立てられていても、これらは軸方向に移動可能で
あるので、これらが偏りと反対側に移動することによって、歯車部端面とハウジング内端
面との間における焼き付きが防止される。上述したように、近年では、高圧ポンプの開発
が進められているが、このような高圧ポンプでは、低圧のポンプに比べて焼き付きを生じ
易いが、本考案に係る内接歯車ポンプでは、高圧態様にしても、このような焼き付きが生
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じ難い。
【００２０】
　また、本考案に係る内接歯車ポンプは、前記係合穴を、その内周面にスプライン歯形が
形成されたスプライン穴とし、前記係合軸を、その外周面にスプライン歯形が形成された
スプライン軸として、前記係合穴と前記係合軸とがスプライン結合によって係合されるよ
うに構成されているのが好ましい。
【００２１】
　このようにすれば、駆動モータの回転動力を高い伝達効率で前記入力軸から外歯歯車に
伝達することができ、機械効率の良い内接歯車ポンプとすることができる。また、入力軸
とこれに接続される回転軸との間における回転方向のガタツキを押さえることができるの
で、上述した脈動が生じるのを防止することができる。更に、前記歯車部及び両回転軸を
軸方向にスムーズに移動させることができるので、上述した焼き付きが生じるのをより効
果的に防止することができる。
【００２２】
　尚、前記スプライン歯形としては、角形スプライン、インボリュートスプライン、三角
山セレーション、インボリュートセレーションなどの歯形を採用することができる。
【考案の効果】
【００２３】
　本考案に係る内接歯車ポンプによれば、外歯歯車の歯車部及びその両端面から延設され
る回転軸を一体成形したので、当該外歯歯車の脈動を防止することができる。
【００２４】
　また、駆動モータを介し入力軸に外力が作用して、当該入力軸が軸方向に移動する事態
に至っても、外歯歯車の回転軸は入力軸に対して軸方向に移動可能になっているので、こ
の外力の影響を受けて外歯歯車が軸方向に移動するといったことは生じ難い。したがって
、このような外力が入力されても、歯車部の端面がハウジングの内端面に摺接するといっ
た現象は起こり難く、このため、このような外力によって、歯車部の端面とハウジングの
内端面との間で焼き付きが生じる虞は殆ど無い。
【００２５】
　また、駆動モータ以外の何らかの外力によって、前記外歯歯車が軸方向に移動する場合
に、その歯車部の端面がハウジングの内端面に摺接したとしても、この後、外歯歯車が反
対側に移動することによって当該摺接が解消され、このような作用によって、歯車部端面
とハウジング内端面との間における焼き付きが防止される。
【００２６】
　また、当該内接歯車ポンプの組立状態において、一体成形された外歯歯車の前記歯車部
及び両回転軸が軸方向の一方側に偏った状態で組み立てられたとしても、これらが偏りと
反対側に移動することにより、歯車部端面とハウジング内端面との間における焼き付きが
防止される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本考案の一実施形態に係る内接歯車ポンプの正断面図であり、図２における矢視
Ｂ－Ｂ方向の断面図である。
【図２】本実施形態に係る内接歯車ポンプの側断面図であり、図１における矢視Ａ－Ａ方
向の断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本考案の具体的な実施の形態について、図面を参照しながら説明する。図１及び
図２に示すように、本例の内接歯車ポンプ１は、内部に収納室４が形成されたハウジング
２と、収納室４内に収納された外歯歯車２０及び内歯歯車３０と、電動モータ（図示せず
）に接続される入力軸４０とを備える。尚、説明のために便宜上設定した前後方向を図１
において図示している。
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【００２９】
　前記ハウジング２は、前方側の端面（前端面）に開口し、断面形状が円形状をした空間
を有する前記収納室４が形成された本体３と、この本体３の前端面に液密状に固定された
カバー体１０と、前記本体３の後方側の端面（後端面）に固定された後部蓋体９と、前記
カバー体１０の前側に設けられる前部蓋体１４とから構成される。
【００３０】
　前記外歯歯車２０は、外周面に歯部が形成された歯車部２１と、この歯車部２１の中心
部に、その両端面２１ａ，２１ｂから中心軸に沿って後方に延設された回転軸２２及び前
方に延設された回転軸２３とから構成され、これらが一体成形されている。また、前記内
歯歯車３０は、内周面に歯部が形成された環状の歯車であり、環内部に外歯歯車２０の歯
車部２１が配設される。
【００３１】
　前記本体３は、その中心部に、前記収納室４の内端面４ａ及び当該本体３の後端面に開
口する貫通孔５を備えており、前記収容室４の中心軸は、この貫通孔５の中心軸から偏心
した状態となっている。そして、この収納室４内には、前記内歯歯車３０が回転自在に嵌
め込まれ、更に、歯部の一部が相互に噛み合った状態で、当該内歯歯車３０の環内部に前
記外歯歯車２０の歯車部２１が配設されており、この結果、内歯歯車３０と外歯歯車２０
の歯車部２１とは相互に偏心した状態で収納室４内に収納されている。また、前記貫通孔
５には軸受１７が嵌挿され、前記外歯歯車２０の回転軸２２がこの軸受１７に挿通された
状態で回転自在に支持されている。
【００３２】
　前記収納室４の内端面４ａには、前記外歯歯車２０の歯車部２１と内歯歯車３０とが噛
み合っていない部分に、クレセントと称される三日月状の仕切片６が突設されており、内
歯歯車３０の歯部内周面が仕切片６の突部に摺接し、前記歯車部２１の歯部外周面が仕切
片６の凹部に摺接した状態となっている。
【００３３】
　一方、前記カバー体１０は、その中心部に、その前端面及び後端面１０ａに開口する貫
通孔１１を備えている。この貫通孔１１は、その前方側が後方側よりも段階的に大径に形
成された段付き状の孔であり、最も後方の小径部に軸受１８が嵌挿され、前記回転軸２３
がこの軸受１８に挿通された状態で回転自在に支持されている。
【００３４】
　回転軸２３の前端部には、当該回転軸２３と同軸に配設された前記入力軸４０が接続さ
れている。回転軸２３の前端部は、その外周面にスプライン歯形が形成されたスプライン
軸２３ａとなっており、他方、入力軸４０の後端部には、その軸線方向に形成され且つ軸
端面に開口し、その内周面にスプライン歯形が形成されたスプライン穴４１が設けられて
おり、このスプライン穴４１にスプライン軸２３ａが挿入されることによって、回転軸２
３と入力軸４０とが接続されている。
【００３５】
　そして、入力軸４０の後端部は貫通孔１１の中間部に嵌挿されたベアリング１５によっ
て回転自在に支持され、更に、このベアリング１５よりも前方部分が、前部蓋体１４に設
けられたオイルシール１６によってシールされている。尚、前記貫通孔１１の前方側は前
部蓋体１４によって閉塞され、入力軸４０はこの前部蓋体１４を貫通して、その前端部が
当該前部蓋体１４から前方に延出している。また、入力軸４０の前端部には、キー４２が
設けられており、このキー４２を介して入力軸４０と前記電動モータ（図示せず）の出力
軸とが連結されている。
【００３６】
　斯くして、前記電動モータ（図示せず）によって前記入力軸４０を回転させることで、
これに接続された外歯歯車２０が回転軸２２，２３の軸中心に回転し、歯車部２１が図２
に示した矢示方向に回転する。一方、入力軸４０に対してスプライン結合される回転軸２
３、並びに歯車部２１及び回転軸２２は、一体として軸方向に移動可能になっている。
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【００３７】
　尚、前記スプライン歯形としては、角形スプライン、インボリュートスプライン、三角
山セレーション、インボリュートセレーションなどの歯形を採用することができる。また
、スプライン軸２３ａとスプライン穴４１との嵌め合いは、回転軸２３の軸方向の移動を
スムーズにするために、すきま嵌めを採用するのが好ましい。
【００３８】
　前記本体３には、前記仕切片６よりも外歯歯車２０の回転方向上流側（以下、単に「上
流側」という。）に、前記内壁面４ａに開口した弧状の吸込側凹部７が形成されており、
また、前記仕切片６よりも前記回転方向下流側（以下、単に「下流側」という。）には、
同様に内壁面４ａに開口した弧状の吐出側凹部８が形成されている。
【００３９】
　これら吸込側凹部７及び吐出側凹部８は、それぞれ外歯歯車２０の歯車部２１における
歯底の経路及び内歯歯車３０における歯底の経路に沿って開口しており、吸込側凹部７の
開口部は、上流側から下流側に向けて徐々に幅広になった形状を有し、吐出側凹部８の開
口部は、下流側から上流側に向けて徐々に幅広になった形状を有する。
【００４０】
　また、前記カバー体１０には、吸込流路１２及び吐出流路１３が形成されている。吸込
流路１２は、その一方がカバー体１０の一方側面（図１における下面）に開口し、他方が
カバー体１０の後端面１０ａに開口している。また、吐出流路１３は、その一方がカバー
体１０の他方側面（図１における上面）に開口し、他方が前記後端面１０ａに開口してい
る。これら吸込流路１２及び吐出流路１３の前記後端面１０ａへの開口部は、外歯歯車２
０の歯車部２１及び内歯歯車３０を挟んで、吸込側凹部７及び吐出側凹部８とそれぞれ対
向しており、吸込流路１２の前記後端面１０ａへの開口部は、上流側から下流側に向けて
徐々に幅広になっており、吐出流路１３の前記後端面１０ａへの開口部は、下流側から上
流側に向けて徐々に幅広になっている。
【００４１】
　以上の構成を備えた本例の内接歯車ポンプ１によれば、まず、作動油を貯留する適宜タ
ンク内に接続された適宜配管（図示せず）をカバー体１０の下面に形成された吸込流路１
２の開口部に接続するとともに、適宜油圧機器が接続された適宜配管をカバー体１０の上
面に形成された吐出流路１３の開口部に接続し、また、前記入力軸４０の前端部に適宜電
動モータ（図示せず）を接続した後、当該電動モータ（図示せず）を作動させて外歯歯車
２０を回転させる。
【００４２】
　これにより、外歯歯車２０と歯部の一部が噛み合った内歯歯車３０に回転力が伝達され
、両歯車２０，３０が偏心した状態で回転し、吸込流路１２が形成されている側、即ち、
仕切片６よりも上流側では、外歯歯車２０の歯部と内歯歯車３０の歯部とが漸次離反し、
この歯部間の空間が広がることによって吸引作用が生じる。そして、この吸引作用が前記
吸込流路１２に作用し、前記タンクに接続された配管（図示せず）及びこれに接続した吸
込流路１２を介して、前記各歯車２０，３０の歯部間に作動油が吸入される。
【００４３】
　そして、このようにして吸い込まれた作動油は、仕切片６の内周側と外周側とに分かれ
て、吐出流路１３が形成されている側、即ち、仕切片６よりも下流側へと移送され、仕切
片６よりも下流側においては、各歯車２０，３０の歯部が漸次接近して歯部間が狭まるた
め、上流側から移送された作動油が加圧されて、吐出流路１３及びこれに接続される配管
（図示せず）を介して油圧機器に送られる。
【００４４】
　ところで、本例の内接歯車ポンプ１では、通常の場合、外歯歯車２０の歯車部２１は、
その軸方向において、前記収納室４内の中間位置にあり、歯車部２１の前端面２１ｂとカ
バー体１０の後端面１０ａとの間、並びに歯車部２１の後端面２１ａと収容室４の内端面
４ａとの間にはそれぞれ隙間が形成されている。そして、歯車部２１の前端面２１ｂとカ
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バー体１０の後端面１０ａとの間の隙間には、吐出流路１３から高圧の作動油が流入して
同部を潤滑するとともに、この作動油が更に軸受１８に供給されて当該軸受１８を潤滑す
る。また、歯車部２１の後端面２１ａと収容室４の内端面４ａとの間の隙間には、吐出側
凹部８から高圧の作動油が流入して同部を潤滑するとともに、この作動油が更に軸受１７
に供給されて当該軸受１７を潤滑する。
【００４５】
　斯くして、通常の場合、以上の作用によって、歯車部２１の前端面２１ｂとカバー体１
０の後端面１０ａとの間、歯車部２１の後端面２１ａと収容室４の内端面４ａとの間、軸
受１７及び軸受１８がそれぞれ作動油によって潤滑され、各部における焼き付きが防止さ
れる。
【００４６】
　尚、本例の内接歯車ポンプ１では、入力軸４０に電動モータ（図示せず）が接続されて
おり、この電動モータ（図示せず）を介して外力が入力されることによって入力軸４０が
軸方向に移動するといったことが起こり得るが、本例の内接歯車ポンプ１では、入力軸４
０と回転軸２３とがスプライン結合によって接続され、入力軸４０に対して回転軸２３が
軸方向に移動可能になっているので、電動モータ（図示せず）から外力が入力されても、
この影響を受けて外歯歯車２０が軸方向に移動するといったことは生じない。
【００４７】
　したがって、このような外力が入力されても、歯車部２１の前端面２１ｂがカバー体１
０の後端面１０ａに摺接する、或いは、歯車部２１の後端面２１ａが収納室４の内端面４
ａに摺接するといった現象は起こり難く、このため、歯車部２１の前端面２１ｂとカバー
体１０の後端面１０ａとの間、或いは歯車部２１の後端面２１ａと収納室４の内端面４ａ
との間で焼き付きが生じる虞は殆ど無い。
【００４８】
　一方、前記電動モータ（図示せず）以外の何らかの外力によって、外歯歯車２０がその
軸方向に移動することは否定できないが、この場合に、歯車部２１の前端面２１ｂがカバ
ー体１０の後端面１０ａに摺接する、或いは、歯車部２１の後端面２１ａが収納室４の内
端面４ａに摺接する事態に至っても、一体成形された歯車部２１及び両回転軸２２，２３
は軸方向に移動可能であるので、摺接した後、反力などによりこれらが反対側に移動する
ことによって当該摺接が解消され、これにより歯車部２１の前端面２１ｂとカバー体１０
の後端面１０ａとの間、或いは歯車部２１の後端面２１ａと収納室４の内端面４ａとの間
において焼き付きが生じるのが防止される。
【００４９】
　また、当該内接歯車ポンプ１の組立状態において、一体成形された歯車部２１及び両回
転軸２２，２３が軸方向の一方側に偏った状態で組み立てられるといったことが起こり得
るが、上述のように、これら歯車部２１及び両回転軸２２，２３軸方向に移動可能であり
、偏りとは反対側に容易に移動可能であるので、これらが偏りとは反対側に移動すること
によって、歯車部２１の前端面２１ｂとカバー体１０の後端面１０ａとの間、或いは歯車
部２１の後端面２１ａと収納室４の内端面４ａとの間において焼き付きが生じるのが防止
される。
【００５０】
　また、本例の内接歯車ポンプ１では、外歯歯車２０の歯車部２１及び両回転軸２２，２
３が一体成形されているので、歯車部２１と両回転軸２２，２３との間における回転方向
のガタツキは存在しておらず、したがって、当該歯車部２１の回転（言い換えれば、作動
油）に脈動が生じ難いものとなっている。
【００５１】
　以上、本考案の一実施形態について説明したが、本考案の採り得る具体的な態様は何ら
これに限定されるものではない。
【００５２】
　例えば、上例では、入力軸４０にスプライン穴４１を形成し、回転軸２３にスプライン
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ライン軸を設け、回転軸２３にスプライン穴を形成して、入力軸４０のスプライン軸を回
転軸２３のスプライン穴に挿入することによって、入力軸４０と回転軸２３とを接続して
も良い。
【００５３】
　また、上例では、入力軸４０と回転軸２３とをスプライン結合によって接続させたが、
これに限られるものではなく、入力軸４０と回転軸２３とは、回転方向に一体的に回転し
、軸方向には、入力軸４０に対して回転軸２３が移動可能であれば、キー結合など、どの
ような結合構造で接続されていても良い。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　内接歯車ポンプ
　２　　ハウジング
　３　　本体
　４　　収納室
　６　　仕切片
　７　　吸込側凹部
　８　　吐出側凹部
　９　　後部蓋体
　１０　カバー体
　１２　吸込流路
　１３　吐出流路
　１４　前部蓋体
　１５　ベアリング
　１６　オイルシール
　１７　軸受
　１８　軸受
　２０　外歯歯車
　２１　歯車部
　２２　回転軸
　２３　回転軸
　２３ａ　スプライン軸
　３０　内歯歯車
　４０　入力軸
　４１　スプライン穴
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